
〈史
料
紹
介
〉

武
内
久
咋
の
履
歴
は

「旅
の
記
録

『見
聞
随
筆
』
―
武
内
久
咋
研
究
ノ
ー
ト

（１
）―
」
（『歴
史
と
教
育
の
試
み
』
第
５
号
、
日
本
封
建
制
研
究
会
編
、
二
〇

〇

一
年
三
月
刊
）
で
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
触
れ
な
か
っ
た
点
を
紹
介
し
よ
う
。

学
歴
を
み
る
と
明
治
初
年
す
な
わ
ち
十
代
前
半
に
隣
村
明
覚
村
の
林
水
山
西
沢

圭
遵
の
門
に
入
り
儒
学
を
学
び
、
中
村
宗
研
に
付
き
漢
学
詩
文
を
学
び
、
春
秋

庵
森
幹
雄
に
つ
き
蕉
風
を
学
ん
だ
。
そ
の

一
方
で
、
九
星
術
、
陶
宮
術
、
易
学

と
占
術
を
学
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
幅
広
い
好
奇
心
に
満
ち
た
学
習
を
す
る
と

と
も
に
父
親
平
米

（維
新
後
、
平
兵
衛
を
平
米
に
改
名
）
の
代
理
と
し
て
小
区

の
会
議
に
出
席
し
た
。
地
方
三
新
法
の
施
行
と
同
時
に
家
督
を
継
ぎ
、
明
治

一

二
年

（
一
人
七
九
）
六
月
、
埼
玉
県
入
間
郡
上
谷
村
堂
山
村
組
合
戸
長
と
な
っ

た
。
久
昨
二
〇
歳
の
時
で
あ
る
。
こ
の
戸
長
に
就
任
す
る
前
年
、
「地
方
共
進

会
ノ
魁
」
と
し
て
越
生
で
二

一
か
村
連
合
農
産
品
評
会
が
開
か
れ
た
。
そ
の
主

唱
者
が
久
昨
で
あ

つ
た
。
こ
れ
が
久
作
昨
生
涯
を

一
貫
す
る
仕
事
と
な

っ
て
い

っ
た
。
明
治

一
四
年

（
一
人
人

一
）
大
日
本
農
会
が
設
立
さ
れ
る
と
た
だ
ち
に

通
常
会
員
に
な

っ
て
い
る
。
同
年
開
か
れ
た
第
二
回
内
国
勧
業
博
覧
会
に
出
品
、

翌
年
開
催
さ
れ
た
大
日
本
山
林
共
進
会
に
も
出
品
し
、
賞
状
銀
杯
を
得
て
い
る
。

一
七
年

（
一
人
人
四
）
入
間
郡
大
満
村
連
合
戸
長
に
な
り
、　
一
人
年
四
月
に
は

越
生
村
連
合
戸
長
に
就
任
し
た
。

こ
れ
か
ら
紹
介
す
る

「
戸
長
役
場
事
務
抜
粋
及
地
方
の
概
況
」
は
町
村
制
の

施
行
さ
れ
る
直
前
、
町
村
巡
視
の
県
知
事
吉
田
清
英
に
提
出
し
た
上
申
書
で
あ

る
。
本
文
は
大
正
期
に
登
場
す
る
村
勢
要
覧
を
彿
彿
さ
せ
る
。
そ
の
前
文
に
久

咋
の
政
治
社
会
的
認
識
の
特
徴
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
最
初
に
越
生
村
連
合
の

地
理
的
位
置
を
述
べ
、
次
に
交
通
、
そ
し
て
物
産
生
絹

。
生
糸
を
も

っ
て

「土

地
ノ
盛
観
往
日
二
超
越
」
す
る
状
況
へ
と
話
を
進
め
、
こ
れ
が

「県
知
事
閣
下

ノ
政
恩
」
以
外
の
何
者
で
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
を
知
事
に
対
す
る
お
べ
ん

埼
玉
県
知
事
吉
田
清
秀
宛
上
申
書

「戸
長
役
場
事
務
抜
粋
及
地
方
の
概
況
」

―
明
治
期
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
認
識
構
造
　
武
内
久
昨
研
究
ノ
ー
ト

（二
）
―

内

田

修

道

ち
ゃ
ら
と
見
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
自
根
太
助
、
吉
田
清
英
と
続

い
た
埼
玉
県
政
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
。
自
根
太
助
は
明
治

一
一
年

（
一
人
七

八
）
県
庁
内
に
勧
業
会
を
開
き
、
器
械
縦
覧
所

。
栽
培
園
製
作
所
を
設
立
、
五

月
に
は
勧
業
仮
博
物
館
を
つ
く
り
、
器
械
お
よ
び
物
産
の
陳
列
所
と
し
た
。
勧

業
政
策
は
政
府
よ
り
も
先
行
し
て
実
施
さ
れ
た
。
「富
国
利
民
ノ
最
点

ハ
、
先

ヅ

一
人

一
個
人
ノ
製
造
品
ヲ
売
ラ
シ
ム
ル
ニ
原
因
ス
ル
」
（「通
俗
観
光
余
事
」
）

と
い
う
認
識
に
基
づ
き
殖
産
興
業
政
策
を
展
開
し
た
。
自
根
の
部
下
で
あ
っ
た

吉
田
清
英
は
明
治

一
五
年

（
一
人
八
二
）
自
根
死
去
の
跡
を
継
い
だ
。
久
咋
が

「尚
久
昨
不
肖
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
事
務
ノ
尺
寸
ニ
モ
誓
テ
衆
庶
ノ
民
ワ
シ
テ
殖
産

興
業
ヲ
拡
張
シ
永
遠

二
幸
福
ヲ
与
ヘ
ン
コ
ト
ラ
務
ム
ヘ
シ
」
と
い
ぅ
時
、
自
根
、

吉
田
と
続
い
た
殖
産
興
業
の
指
針
が
久
昨
ら
地
域
リ
ー
ダ
の
核
心
部
分
を
と
ら

え
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
神
奈
川
県
の
湘
南
社
員
が

「政
治
」
か
ら

「経
営
」

と
転
換
し
て
い
つ
た
（注
↓

こ
と
と
関
連
し
て
大
変
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

恭
ク
惟
ミ
ル
ニ

吉
田
埼
玉
県
知
事
閣
下
永
ク
洪
恩
ヲ
仰
ク
姦
二
年
ア
リ
、
幸

二
明
治
二
十

年
五
月
十
八
日
巡
視
ノ
訓
令
ア
リ
、
越
六
月
五
日
当
地
二
御
来
臨
ア
リ
、

何
ノ
光
栄
力
之
二
如
カ
ン
、
抑
々
当
越
生
村
連
合

ハ
本
郡
ノ
西
部
二
位
シ

県
庁
ヲ
距
ル
西
方
拾
里
拾
町
ニ
ア
リ
テ
東
西
壱
里
拾
町
南
北
壱
里
拾
八
町

ニ
テ
、
四
隣
境
ヲ
接
ス
ル
ノ
村
々
多
ク
、
東
北
ハ
比
企
郡
桃
木
村
連
合
及

仝
郡
大
橋
村
連
合
卜
山
丘
ヲ
以
テ
劃
ル
、
南
ハ
本
郡
川
角
村
連
合
及
毛
呂

本
郷
連
合
二
隣
り
漸
平
行
ナ
リ
、
西
ハ
本
郡
大
満
村
連
合
卜
山
川
ヲ
以
テ

界
ト
ス
、
其
以
西
ハ
皆
秩
父
郡
ノ
連
山
ニ
テ
波
涛
ノ
如
ク
其
中
二
屹
立
ス

ル
ヲ
武
甲
山
ト
ス
、
又
近
ク
ハ
西
二
西
山
及
高
取
山
ア
リ
、
北
二
高
房
山

ノ

一
勝
地
ア
リ
其
他
山
丘
処
々
二
起
伏
ス
ル
モ
指
名
ス
ヘ
キ
モ
ノ
エ
ア
ラ
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ス
、
越
辺
川
ハ
部
内
ノ
中
央
ヲ
還
流
シ
幾
重
モ
屈
曲
ア
リ
テ
荒
川
二
合
ス
、

且
又
当
地
二
係
ル
街
道

ハ
上
相
両
州
ヘ
ノ
線
路

ニ
シ
テ
所
謂
高
橋
卜
称
ス

ル

一
大
橋
ヲ
架
シ
テ
交
通
ノ
便
ヲ
ナ
ス
、
物
産

ハ
越
生
生
絹
及
生
糸
ヲ
以

テ
著
ロ
ル
、
蓋
シ
越
生

ハ
本
郡
西
部
ノ
小
市
街
ヲ
ナ
シ
殊
二
農
桑
ノ
業
開

ケ
日
二
増
シ
月
二
盛
シ
年

二
通
商
ノ
販
路
駿
々
乎
ト
シ
テ
開
進
ス
、
今
ヤ

前
年

二
比
ス
レ
ハ
道
路
橋
梁
ヲ
始
メ

一
ト
シ
テ
回
復
セ
サ
ル
ハ
ナ
シ
、
尚

土
地
ノ
盛
観
往
日
に
超
越
ス
、
此
蓋
シ

県
知
事
閣
下
ノ
政
恩

ニ
ア
ラ
ス
レ
ハ
何
ソ
能
ク
此
二
至
ル
コ
ト
ワ
得
ン

ヤ
、
不
肖
　
久
昨
地
方
人
民
二
代
り
幸

二
御
巡
視

二
際
シ
柳
部
言
ヲ
陳
シ

厚
恩
ノ
万
分
ノ

一
ヲ
報
謝
セ
ン
ト
ス
、
尚
久
昨
不
肖
ナ
リ
ト
雖
ト
モ
事
務

ノ
尺
寸
ニ
モ
誓
テ
衆
庶
ノ
民
ヲ
シ
テ
殖
産
興
業
ヲ
拡
張
シ
永
遠

二
幸
福
ヲ

与

ヘ
ン
コ
ト
ワ
務
ム
ヘ
シ
、
姦
二
当
庁
事
務
ノ

一
二
及
地
方
ノ
概
況
ヲ
抜

翠
シ
以
テ
閣
下
ノ
御
参
考
迄
二
上
進
奉
答
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
ス
豊
不
肖
瀬

越
モ
顧
ミ
ス
恐
燿
ノ
至
リ
ニ
耐
ヘ
ス
謹
伏
頓
首
々
々

明
治
二
十
年
六
月
五
日埼
玉
県
入
間
郡
越
生
村
連
合
戸
長
武
内
久
昨

「戸
長
役
場
事
務
抜
翠
及
地
方
ノ
概
況越
生
村
連
合
戸
長
役
場
」

布
告
布
達
実
施

官
令
諸
般
ノ
達
ヲ
人
民
二
告
示
セ
シ
ム
ル
ニ
、
役
場
内
二
官
令
講
読
所

ヲ
置
キ
出
入
ノ
衆
庶

二
一
覧
ヲ
許
ス
、
又
県
報
ハ
各
村
総
代
人
二
一
部

宛
ヲ
頒
布
シ
周
ク
人
民
二
便
宜
告
知
セ
シ
ム
、
且
又
至
急
ヲ
要
ス
ル
事

件

ニ
シ
テ
直
接
二
関
係
ヲ
有
ス
ル
モ
ノ
ト
認
ル
ト
キ
ハ
、
吏
員
出
張
シ

各
村
人
民
便
宜
ノ
地
二
招
集
シ
其
趣
意
ヲ
告
知
セ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス

戸
長
役
場
吏
員

筆
生
四
人
傭
三
人
勧
業
委
員

一
人
ニ
テ
事
務
ヲ
分
担
シ
テ
各
主
任
ヲ
定

ム
、
総
テ
事
務

ハ
起
草
ナ
シ
、
戸
長
ノ
指
揮
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス

町
村
会
議
員

連
合
会
議
員
拾
六
人
村
会
議
員
五
拾
六
人

諸
帳
簿
保
存

毎
年

一
月
諸
帳
簿
目
録
ヲ
製
シ
、
且
又
編
冊
ト
ナ
シ
時
々
書
類
ヲ
綴
込

モ
ノ
ト
ス
、
尚
新
帳
ヲ
製
ス
ル
ト
キ
ハ
ロ
録
二
追
加
ス

戸
長
役
場
事
務
件
数
　
　
　
　
明
治
二
十
年
軸
五．
朋

郡
衛
進
達
及
往
復
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
百
二
拾
四
件

警
察
署
進
達
及
往
復
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
拾
六
件

裁
判
所
進
達
及
往
復
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一十
五
件

戸
長
役
場
往
復
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
百
拾
七
件

請
願
届
事
故
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
百
二
十
八
件

受
付
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
三
百
八
十
九
件

公
証
二
関
ス
ル
取
扱
件
数

但
二
十
年
一月
一
ヶ
月
分

四
百
三
拾
七
件

登
記
所
事
務
件
数

登
記
及
消
印
二
関
ス
ル
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
弐
百
七
件

旧
公
証
消
印
件
数
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壱
百
七
拾
九
件

登
記
二
関
ス
ル
始
審
裁
判
所
其
他
往
復
件
数
　
　
　
　
五
拾
三
件

登
記
料
高
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
拾
円
七
銭
五
厘

地
所
売
買
高

（注
２
）

勤
勉
貯
蓄

明
治
十
八
年
十

一
月
本
県
諭
達
勤
勉
貯
蓄
組
合
申
合
凡
例
ノ
旨
趣
ヲ
奉

シ
、
当
越
生
村
連
合
部
内
ヲ
八
区
二
定
メ
、
区
内
有
志
ノ
盟
約
ヲ
以
テ

設
置
ス
、
蓋
シ
本
規
約
ハ
明
治
十
九
年
七
月
ヲ
以
テ
認
可
ヲ
受
ケ
、
且

区
内
二
拾
六
人
ノ
世
話
人
ワ
撰
出
シ
務
メ
テ
蓄
積
ヲ
勧
誘
シ
永
遠
二
幸

福
ヲ
保
全
セ
ン
コ
ト
ワ
計
ル
、
併
テ
当
組
合
ハ
満
十
ヶ
年
ヲ
以
テ

一
期

ト
ス
、
且
又
蓄
積
金
ヲ
駅
逓
局
貯
金
取
扱
所
二
預
ケ
タ
ル
金
額
及
人
員

左
ノ
如
シ
金
　
額
　
　
　
　
　
　
　
　
人
員
　
味”
′レ貯埼翻静
河
舛
′レ預ル臥

二
百
五
拾
八
円
拾
八
銭
　
　
一二
五
人
　
　
　
　
　
五

一
五
人

森
林
組
合

明
治
十
九
年
十

一
月
県
令
甲
第
三
拾
号
及
訓
令
第
七
拾
七
号
御
達
二
拠
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り
当
越
生
村
連
合
部
内
ヲ
八
地
区
二
定
メ
森
林
所
有
者
ノ
盟
約
ヲ
以
テ

設
置
ス
、
且
部
内
二
委
員
八
名
取
締
人
拾
六
名
ワ
置
キ
、
務
メ
テ
森
林

ノ
保
護
栽
培
ヲ
図
り
濫
伐
ノ
弊
ヲ
矯
正
シ
盗
伐
野
火
等
ノ
憂
ヲ
予
防
ス

但
本
規
約
ハ
本
年
五
月
十
四
日
認
可
ヲ
受
ク

農
産
会
農
産
品
評
会
卜
称
シ
米
麦
南
ノ
品
評
会
ヲ
越
生
村
報
恩
寺
二
於
テ
第

一

回
ヲ
明
治
十
七
年
二
月
開
会
ス
、
其
出
品
数

ハ
弐
百
四
拾
八
、
内
賞
与

百
〇
四
、
第
二
回
ハ
明
治
十
九
年
八
月
仝
所
二
於
テ
開
会
、
其
出
品
数

弐
百
七
拾
八
内
賞
与
八
拾
七
ナ
リ
、
又
部
内
上
野
村
二
於
テ
ハ
仝
村
臀

王
寺
ヲ
以
テ
会
場
ト
ナ
シ
毎
年
七
月
進
業
会
卜
称
シ
成
繭
ノ
品
位
ヲ
競

争
ス
、
已
二
年
三
年
三
会
二
及
ヒ
タ
リ
、
其
出
品
数
、
第

一
回
ハ
五
拾

三
品
内
受
賞
者
拾
九
、
第
二
回
ハ
六
拾
四
品
内
受
賞
者
弐
拾
、
第
三
回

ハ
百
三
拾
弐
品
内
受
賞
者
参
拾
六
ナ
リ
キ

農
産
種
苗
交
換
所

越
生
村
第
七
拾
番
地
二
設
置
ス
、
但
組
合

ハ
当
連
合
及
大
満
村
連
合
、

川
角
村
連
合
、
毛
呂
本
郷
連
合
ノ
右
四
連
合
ヲ
以
テ
組
織
開
設
ス
、
蓋

本
年
ハ
創
始
ノ
事

ニ
テ
出
品
数
モ
多
カ
ラ
ス
ト
雖
ト
モ
、
交
換
ノ
購
求

者
数
十
人
ア
リ
、
何
レ
モ
交
換
セ
リ
、
又
部
外
比
企
男
余
郡
ョ
リ
特
別

出
品
者
ア
リ
、
又
種
苗
ノ
要
求
者
等
ア
リ
是
又
何
レ
モ
交
換
ヲ
セ
リ

橋
　
梁
　
　
　
　
　
拾
七
ヶ
所

堤

塘
　
　
　
　
　
三
ヶ
所

湖
　
沼
　
　
　
　
　
弐
拾
ヶ
所

附
記
鹿
下
村
学
頭
沼
卜
称
ス
ル
ハ
地
方
第

一
ノ
沼
ニ
テ
、
縦
壱
町
四
拾

八
間
横
四
拾
間
ニ
テ
、
面
積
三
千
弐
百
拾
五
坪
ナ
リ
、
物
産

ハ
鯉
鮒
生

ス
、
水
利

ハ
田
間
ノ
用
水
ト
ナ
リ
凡
水
田
拾
六
町
九
反
歩
余
ノ
灌
漑
ニ

供
ス

気

候
極
寒
　
華
氏
凡
三
拾
三
度
　
　
極
暑
　
華
氏
凡
九
十
八
度

初
霜
　
十
月
二
十
日
頃

　

　

終
霜
　
四
月
二
十
日
頃

初
雪
　
十
二
月

一
日
頃
　
　
　
終
雪
　
三
月
十
五
日
頃

凡
七
度

凡
四
拾
三
日
ト
ス

積
雪
　
凡

一
尺

風
人
質
淳
朴
、
衣
服
綿
布

ニ
テ
日
本
服
ナ
リ
、
適
洋
服
ヲ
着
ス
ル
モ
ノ
ア

リ
ト
雖
ト
モ
指
ヲ
折
リ
テ
算
フ
ル
ニ
足
ラ
ス
、
去
レ
ト
職
務
ア
ル
吏
員

及
学
校
職
員
等

ハ
洋
服
ヲ
着
ス
、
飲
食

ハ
清
酒
雑
穀
ワ
用
ユ
、
且
又
住

居
ハ
概
シ
テ
草
葺
屋
根
杉
皮
屋
根
ノ
ニ
類
ト
ス
然
レ
ト
モ
土
蔵
或

ハ
別

荘
等
ハ
大
体
瓦
葺
ナ
リ
式
例
ハ
婚
姻
葬
式
祭
典
等
ノ
節

ハ
袴
羽
織
ヲ
着

ス
、
又
葬
式
二
列
ス
ル
婦
女
ハ
白
ノ
浄
衣
ワ
服
ス
ル
ノ
習
慣
ナ
リ

地
方
病
　
ナ
シ

風
土
病
　
適
々
胃
加
答
児
ア
リ
季
節
ハ
五
月
九
月
ノ
頃
ナ
リ

牛
　
馬
牛
　
〇

馬
　
内
種
牡
八
拾
五
頭

舟
　
車
舟
　
〇

車
　
八
拾
六
輌
　
内
　
入
力
十
輌
　
荷
車
六
十
六
輌
　
農
車
拾
輌

物
　
産
生
絹

（三
千
三
百
二
十
八
反
）
、
生
太
織

（三
百
二
十
四
反
）、
渋
団
扇

（壱
百
五
拾
駄
）
、
外
膨
梅
、
上
谷
ノ
蜜
柑
、
龍
ヶ
谷
ノ
炭
、
黒
山
ノ
材

木
等
ア
リ

社
　
　
弐
拾
四
社

附
記
西
和
田
村
春
日
神
社
ハ
境
内
壱
千
弐
拾
七
坪
ア
リ
テ
地
方
ノ
古
社

タ
レ
ハ
左
二
略
記
ス

抑
該
社
ハ
桓
武
天
皇
ノ
御
宇
延
暦
元
壬
戌
年
大
和
国
春
日
大
明
神
ト

称
ス
、
当
時
山
嶺
獅
々
岩
ノ
傍
二
鎮
座
セ
シ
ヲ
其
後
大
同
丙
成
年
田

村
将
軍
征
東
ノ
節
当
今
ノ
地
二
遷
セ
リ
、
其
後
衰
額
セ
シ
ヲ
永
禄
元

戊
午
年
松
山
城
主
上
田
能
登
守
再
営
シ
旧
観

二
復
シ
、
同
二
年
二
月

二
十
六
日
当
今
ノ
社
号
二
改
称
ス
、
徳
川
家
将
軍
卜
為
ル
ニ
及
慶
安

二
年
八
月
二
十
四
日
三
代
家
光
公
ョ
リ
社
領
五
石
ヲ
賜
ヒ
以
後
将
軍

降 降
俗 雨 雪
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代
々
次
テ
賜
、
明
治
四
年
辛
未
之
年
之
ヲ
奉
還
ス
、
因
テ
逓
減
禄
ヲ

賜
、
同
五
年
社
格
御
定
制
二
拠
り
越
生
十
六
ヶ
村
ノ
総
鎮
座
タ
ル
ヲ

以
テ
村
社
二
列
ス
、
神
体
ハ
鏡
ノ
如
ク
者
二
坐
像
ヲ
形
ス
、
又
宝
颯

ア
リ
、
且
祭
日
ハ
毎
歳
九
月
八
日
九
日
卜
改
メ
タ
リ
、
蓋
シ
式
例
ハ

古
来
ョ
リ
流
鏑
馬
ノ
来
由
ハ
、
堂
山
村
最
勝
寺
ノ
住
職
力
当
社
ノ
別

当
職
ヲ
兼
シ
頃
、
宝
物
ノ
大
般
若
経
ヲ
所
望
シ
神
職
氏
子
二
請
テ
最

勝
寺
二
送
リ
シ
時
、
仝
村
ノ
近
戸
神
社
ニ
テ
行
流
鏑
馬
式
卜
易
シ
ナ

ラ
ン
ヤ
、
以
来
当
社
ニ
テ
此
式
ヲ
行
卜
云
フ
、
去
レ
ト
其
年
代

ハ
不

詳
、
今
モ
社
内
二
大
般
若
経
ノ
二
三
巻
ア
ル
ハ
其
カ
ミ
最
勝
寺

へ
移

セ
シ
時
適
々
取
遺
セ
シ
ナ
ラ
ン
ヤ
然
ラ
ハ
之
ヲ
証
ス
ヘ
シ

寺

　

拾
六
寺

附
記
、
越
生
村
真
言
宗
法
恩
寺
ハ
境
内
三
千
拾
七
坪
ア
リ
、
山
城
国
智

積
院
ノ
末
派
ニ
テ
地
方
ノ
古
山
ナ
レ
ハ
左

二
略
記
ス

該
寺
享
保
十
三
戊
申
年
七
月
謄
写
ノ
縁
起
ヲ
閲
ス
ル
ニ
、
往
古
天
平
行

基
尊
者
東
国
巡
回
ノ
時
当
地
二
至
り
和
州
ノ
三
山

（筋
鋤
辮
″
）
ヲ
当
地

二
模
置
セ
ラ
ル
（麒
一・雄嚇則酢
評メガ
が
・ァ型
撃．高〓哩
晰
蜂
払
一根
）ヽ
先
ツ
当

寺
ヲ
開
創
シ
自
ラ
大
日
釈
迦
阿
弥
陀
薬
師
観
音
ノ
五
躯
ヲ
刻
像
シ
本
尊

二
安
置
ス
、
其
後
四
百
有
余
年
間
隆
替

一
ナ
ラ
ス
、
永
歴
応
保
二
至
リ

衰
額
ヲ
極
メ
寺
山
ノ
呼
称
ノ
ミ
存
ス
ル
ニ
至
レ
リ
、
文
治
初
年
当
郡
ノ

刺
吏
児
玉
武
蔵
守
惟
行
ノ
家
弟
基
行
者
倉
田
ノ
里
二
遁
居
シ
倉
田
孫
四

郎
卜
称
シ
専
二
浄
土
ノ
業
ヲ
修
ム
、
偶
々
梵
僧
来
り
杖
ヲ
停
ム
、
基
行

夫
妻
之
ヲ
信
シ
偕
二
夜
光
ノ
征
ク
ヲ
逐
テ
居
邑
寺
井
ノ
古
井
二
至
り
大

日
釈
迦
阿
弥
陀
薬
師
観
音
ノ
五
仏
恭
ヲ
得
、
則
襲
二
行
基
尊
者
自
作
セ

ル
当
寺
ノ
本
尊
ナ
リ
基
行
夫
妻
之
ヲ
感
拝
ス
、
梵
僧
歓
喜
ス
、
基
行
ニ

瑞
光
坊
妻
二
妙
泉
院
ノ
法
号
ヲ
授
与
シ
地
蔵
善
薩
ノ

一
外
及
自
ノ
像
ヲ

彫
刻
シ
之
ヲ
夫
妻
二
与

ヘ
テ
去
レ
リ
、
妙
泉
尼
自
宅
ヲ
指
シ
テ
寺
門
ト

ナ
シ
妙
泉
寺
卜
号
シ
地
蔵
菩
薩
ヲ
本
尊

二
安
置
ス
、
梵
僧
ノ
像
ヲ
寺
井

山
ノ
麓
二
祭
り
子
ノ
権
現
卜
称
セ
リ
、
義
二
梵
僧
持
来
リ
シ
大
乗
経
今

尚
存
ス
、
其
後
建
久
元
庚
戌
年
鎌
倉
幕
府
源
頼
朝
当
国
巡
行
ノ
日
当
寺

信
宿
ス
、
瑞
光
坊
妙
泉
尼
之
ヲ
奉
迎
ス
、
間
二
応
シ
当
寺
ノ
由
緒
ヲ
上

言
ス
、
将
軍
感
ア
リ
境
内
方
四
町
食
邑
三
百
町
ヲ
賜
ヒ
且
越
生
次
郎
家

行
ヲ
シ
テ
堂
閣
ノ
再
建
ヲ
司
ト
ラ
シ
ム
、
又
名
画
大
幅
ヲ
賜
フ
、
同
三

年
伽
藍
ヲ
落
成
シ
復
盛
隆
ス
、
後
或
ハ
衰
ヒ
或

ハ
盛
り
未
漸
ク
衰
替
ス
、

然
ル
ニ
応
永
五
戊
寅
年
栄
曇
成
者
之
ヲ
中
興
シ
鎌
倉
大
楽
院
栄
珍
和
尚

ョ
リ
蜜
具
ヲ
相
承
シ
復
段
盛

二
至
ル
、
当
寺
塔
中
数
十
末
寺
三
百
余
ア

リ
シ
ト
云
フ
ヾ
栄
曇
ョ
リ
爾
後
歴
世
連
綿
ト
シ
テ
確
然
詳
乎
タ
リ
、
天

正
十
八
庚
寅
豊
臣
氏
東
伐
時
筑
前
守
利
家
ョ
リ
軍
勢
狼
藉
ス
可
ラ
サ
ル

ノ
禁
書
ヲ
附
セ
ラ
ル
、
全
十
九
年
丑
十

一
月
徳
川
家
封
東
国
二
移
サ
レ

当
寺
二
寺
領
二
十
石
ヲ
賜
ヒ
境
内
不
入
ヲ
許
サ
ル
、
同
公
将
軍
卜
為
ラ

セ
ラ
レ
シ
後
代
々
将
軍
ョ
リ
之
ヲ
次
賜
フ
、
元
禄
度
火
災
二
罹
り
同
十

四
年
辛
巳
十
二
月
幕
府
独
礼
ヲ
許
サ
ル
、
是
時
ョ
リ
関
東
真
言
宗
十

一

ヶ
寺
談
林
卜
称
ス
、
享
保
十
四
己
酉
年
二
月
九
日
後
火
災
二
罹
り
殿
堂

恢
建
ス
、
此
時
古
記
亦
烏
有

二
属
ス
、
正
徳
三
癸
巳
年
洪
鐘
ヲ
改
鋳
ス

該
鐘
銘
中
ニ
モ
亦
由
緒
ノ
銭
記
ア
リ
、
文
政
七
甲
申
年
十

一
月
十

一
日

領
主
黒
田
豊
前
守
ョ
リ
年
々
米
二
拾
俵
ヲ
下
賜
フ
、
御

一
新

二
至
四
年

一
月
寺
領
ヲ
上
地
シ
代
テ
逓
減
禄
ヲ
賜
フ
、
再
記
、
源
頼
朝
寄
附
セ
ラ

レ
タ
大
幅
ハ
現
存
セ
リ

兵
卒
軍
人
　
　
九
人
　
内
糊
雛
は
難
は
人

戸
　
口
　
　
　
五
百
五
拾
戸
　
弐
千
八
百
六
人
　
甥
青
嘔
雨
赫
鳩
Ｍ
人

学
齢
人
員
　
　
四
百
九
拾
九
人

衛
生
会
町
村
会
議
員
衛
生
組
長
開
業
医
師
拾
九
名
ヲ
以
テ
組
織
シ
衛
生
二
関
ス

ル
布
達
実
施
ノ
方
法
居
宅
道
路
排
水
便
所
等
ヲ
清
潔
ニ
ス
ル
方
法
順
序

貧
民
救
療
ノ
方
法
ヲ
議
定
セ
リ

衛
生
組
合

客
年
十
二
月
県
令
甲
第
五
拾
号
御
達
二
基
キ
部
内
ヲ
三
拾
三
区
二
分
ケ

組
長
三
拾
三
人
ヲ
置
キ
夫
々
衛
生
上
ノ
事
ヲ
遵
守
セ
シ
ム

飲
料
水
試
験

本
年
四
月
九
日
十
日
ノ
両
日
ヲ
シ
テ
部
内
百
拾
六
ヶ
所
ノ
井
水
ヲ
汲
集

メ
試
験
ヲ
要
セ
シ
処
大
体
皆
透
明
水
ナ
レ
ト
モ
中
ニ
ハ
多
少

「
ア
ン
モ
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ニ
ヤ
」
或

ハ
亜
硝
酸
或

ハ
有
機
物
等
ア
リ
タ
ル
フ
発
見
セ
シ
ニ
付
更
ニ

成
績
表
ヲ
製
シ
夫
々
改
良
法
ヲ
相
達
充
分
改
良
二
従
事
セ
シ
ム

避
病
院
　
　
黒
岩
村
字
明
王
谷
二
仮
設
ス
建
物
間
口
六
間
奥
行
五
間
構
造

平
屋

消
防
組
合

客
年
十
二
月
県
令
甲
第
四
拾
四
号
消
防
組
合
編
成
ノ
旨
赴
ヲ
奉
シ
、
部

内
ヲ
拾
壱
区
二
分
ケ
正
副
頭
取
ヲ
定
メ
消
防
二
従
事
セ
シ
ム

銃
抱
ノ
数
　
　
四
拾
五
挺
　
内
『
職
ト
ル
三
補
四

宅
地
数
　
　
　
五
百
三
拾
二

地
所
筆
数
　
　
壱
万
人
百
五
拾
壱
　
内
部
廂
熱
酷
備
拾

臨
補

反
　
別
　
　
　
九
百
九
拾
七
町
八
反
九
畝
拾
四
歩

内【賄材
販
脚　妬酷叡獅妹願筑断
』妙
五歩

地
下
及
ヒ
地
租
金

地
価
金
拾
弐
万
七
千
六
円
五
拾
壱
銭
七
厘

地
租
金
三
千
百
七
拾
五
円
四
拾
銭
弐
厘

有
税
諸
帳
　
　
弐
百
六
十
五
冊

古
　
跡

　

　

大
屋
ヶ
原

大
谷
村
字
大
谷
ヶ
原
及
字
高
砂
ノ
ニ
字

二
跨
ル
地
形
ハ
六
町
四
方
凹
凸

シ
其
中
腹
二
陰
陽
石
ア
リ
、
高
六
尺
経
五
尺
之
ヲ
高
砂
石
卜
称
ス
、
又

丘
陵
ノ
中
間
二
高
砂
大
亀
ノ
ニ
湖
ア
リ
好
風
景
ノ
地
タ
リ
、
古
俗
伝
ヘ

テ

「於
保
屋
我
波
原
」
卜
云
古
歌
ニ
イ
リ
マ
チ
ノ
オ
ホ
ヤ
カ
ハ
ラ
ノ
イ

ハ
ヰ
ツ
ラ
ヒ
ヵ
ハ
ヌ
ル
ヌ
ル
ワ
ニ
ナ
タ
ヲ
ソ
ネ

（読
人
不
知
万
葉
集
）
、

日
ノ
暮

二
大
屋
力
原
ヲ
ワ
ケ
ユ
ケ
ハ
ス
カ
モ
カ
シ
タ
ニ
ク
ヒ
ナ
ナ
ク
ナ

リ

（唯
明
法
師
）

勝
　
地
高
房
山
　
成
瀬
村
字
高
房
ニ
ア
リ
、
景
致
高
サ
弐
拾
四
丈
八
尺
周
囲
四

拾
壱
町
余

ニ
シ
テ
四
辺
ハ
老
松
柏
生
茂
り
、
其
半
腹

二
観
音

堂
ア
リ
、
頂
上
二
浅
間
ノ
小
祠
ア
リ
、
其
初
辺
ョ
リ
ノ
眺
望

最
打
開
ケ
先
東
ハ
筑
波
山
ヲ
始
メ
両
総
房
ノ
諸
山
ヲ
見
、
南

ハ
武
蔵
野
ヲ
払
テ
遠
ク
内
海
二
臨
ム
、
又
三
浦
岬
ノ
雲
姻
ノ

中
二
見
工
、
西
ハ
秩
父
嶽
及
笠
山
乳
首
山
ナ
ト
連
り
、
其
勢

ヒ
波
涛
ノ
如
シ
、
北
ハ
信
越
両
野
ノ
嶽
々
見
渡
シ
四
時
ノ
別

ナ
ク
詩
歌
墨
客
此
地
二
臨
ミ
風
景
絶
佳
ノ
名
残
ス
、
且
又
該

山
ノ
登
路
二
条
ア
リ
、　
一
ハ
字
坂
下
ョ
リ
上
ル
四
町
余
岩
石

多
シ
、　
一
ハ
字
新
倉
峯
ノ
前
ョ
リ
上
ル
五
町
余
精
平
易
ナ
リ

明
治
二
十
年
六
月
五
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
内
久
昨

（武
内
照
文
家
　
近
代
Ａ
Ｉ

一
五
人
　
『参
考
書
類

武
内
梅
園
村
長
氏
用
し

（注
１
）

拙
稿

「神
奈
川
県
に
お
け
る
農
会
運
動
の
成
立
と
展
開
」
（『神
奈

川
地
域
史
研
究
』
第

一
四
号
、　
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（注
２
）

記
入
な
し
。

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
パ
ッ
ク
ナ
ン
パ
ー

〈
論
文
〉
明
治
十
二
年
の
コ
レ
ラ
流
行
と
神
奈
川
県

―

「地
方
衛
生
会
」
設
置
問
題
を
中
心
に
―
　
　
市
川
智
生

〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

「川
崎
警
察
署
文
書
」
に
み
る
高
等
警
察
の
あ
り
方
　
伊
東
富
昭

『京
浜
歴
科
研
年
報
』
第

一
五
号

（二
〇
〇
一
年

一
月
二
八
日
発
行
）

奥
田
晴
樹

関
東
の
地
租
改
正
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